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あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
田
中

委
員
長
は
、
激
動
す
る
情
勢

に
ふ
れ
、
と
り
わ
け
こ
の
間

の
菅
民
主
党
政
権
の
混
迷
と

完
全
に
「
自
民
党
化
」
し
た

悪
政
推
進
を
厳
し
く
批
判
。

菅
内
閣
の
国
民
い
じ
め
の
施

策
に
反
対
す
る
要
求
運
動
の

大
き
な
広
が
り
に
確
信
を
持

ち
、
生
活
・
く
ら
し
、
教
育

を
守
り
前
進
さ
せ
る
と
り
く

み
、
職
場
・
学
校
づ
く
り
と

組
織
拡
大
の
大
飛
躍
と
あ
わ

せ
、
教
育
施
策
の
転
換
へ
地

　

大
教
組
は
２
月
26
日
、
府
教
育
会
館
で
第
１
８
１
回
臨
時
大
会
を
開
催
。
春
闘
を
中
心

と
す
る
と
り
く
み
や
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
・
府
政
転
換
を
め
ざ
す
当
面
の
闘
争
方
針
案
を

可
決
す
る
と
と
も
に
、
２
０
１
１
年
度
の
新
役
員
を
選
出
。
大
会
討
論
で
は
、
13
人
が
発

言
し
、
職
場
活
動
や
組
合
員
拡
大
な
ど
で
の
豊
か
な
経
験
と
教
訓
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

方
政
治
と
府
政
転
換
の
課
題

等
に
全
力
で
と
り
く
む
こ
と

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

大
会
議
案
の
提
案
を
行
っ

た
小
林
書
記
長
は
、
春
闘
で

の
要
求
運
動
、
青
年
活
動
・

職
場
活
動
強
化
の
重
要
性
を

強
調
、
教
育
の
条
理
に
も
と

づ
く
民
主
教
育
の
推
進
と
組

織
拡
大
運
動
の
飛
躍
と
と
も

に
、
教
育
施
策
転
換
の
た
め

に
も
地
方
政
治
と
府
政
の
転

換
へ
府
民
共
同
の
前
進
な
ど

を
提
起
し
ま
し
た
。

　

橋
下
知
事
は
、
私
学
の
授

業
料
無
償
化
の
拡
大
を
す
る

一
方
で
、
そ
の
財
源
確
保
の

た
め
私
立
小
中
学
校
の
経
常

費
補
助
の
大
幅
な
削
減
を
行

い
、
規
模
の
小
さ
な
私
学
は

廃
校
に
さ
れ
る
状
況
で
す
。

私
学
の
経
常
費
助
成
を
削
減

す
る
の
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
箕
面
市
議
会
で
は
、

小
規
模
校
も
含
め
た
私
学
経

常
費
助
成
制
度
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書
を
採
択
。
保
護

者
・
関
係
者
と
の
共
同
を
広

げ
、
教
育
こ
わ
し
に
た
た
か

っ
て
い
き
ま
す
。

　

年
度
初
め
に
必
ず
職
場
要

求
を
集
約
し
、
組
合
員
全
員

参
加
の
校
長
交
渉
を
実
施
。

教
育
活
動
で
は
、
校
内
研
の

講
師
希
望
で
の
職
場
合
意
、

研
修
も
官
製
・
民
間
を
問
わ

ず
同
等
に
扱
わ
れ
ま
す
。
分

会
教
研
・
職
場
交
流
も
盛
ん

　

支
部
青
年
部
の
と
り
く
み

が
広
が
る
な
か
、
市
教
青
年

部
全
体
の
企
画
と
し
て
貸
し

切
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
34
名
の
参
加
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
青
年
フ
ェ
ス

タ
で
も
、
本
部
常
任
と
支
部

が
一
体
と
な
っ
て
と
り
く

み
、参
加
者
は
１
０
６
名
。組

織
拡
大
で
も
、
こ
の
間
青
年

が
青
年
に
働
き
か
け
加
入
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
の
新
歓
フ
ェ
ス
タ
の
計

画
も
進
み
青
年
部
活
動
が
一

歩
飛
躍
し
ま
し
た
。

　

次
々
と
組
合
員
拡
大
が
進

み
、
今
年
１
年
で
な
ん
と
４

月
当
初
の
２
倍
に
な
り
ま
し

た
。
職
場
組
合
員
が
、
い
つ

め
る
予
算
案
で
す
。

「
学
力
調
査
」体
制
を

さ
ら
に
強
化

　

第
３
は
、「
学
力
調
査
」

体
制
づ
く
り
を
強
化
し
、
教

育
介
入
を
つ
よ
め
る
予
算
案

で
す
。「
全
国
一
斉
学
力
調

筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
３

億
８
３
３
４
万
円
）
な
ど
が

計
上
さ
れ
、
公
教
育
縮
小
の

予
算
案
で
す
。

教
育
の
公
平
性

踏
み
に
じ
る

　

第
２
は
、
一
部
の
学
校
を

特
別
扱
い
し
、「
競
争
主
義

と
学
校
選
別
」
を
す
す
め
る

予
算
案
で
す
。「
使
え
る
英

語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と

し
て
、
府
内
50
中
学
校
区

（
政
令
市
を
除
く
）
を
実
践

研
究
校
に
指
定
し
、
府
教
委

が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

府
教
育
予
算
、さ
ら
に

５
億
６
千
万
円
削
減

　

第
１
は
、
府
予
算
案
に
占

め
る
教
育
予
算
の
割
合
が
、

過
去
最
低
レ
ベ
ル
の
17
・
７

％
に
ま
で
下
が
り
、
前
年
度

比
５
億
６
千
万
円
削
減
（
前

年
比
99
・
９
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
地
域
主
権
改

革
」「
大
阪
都
構
想
」「
関
西

州
」
を
想
定
し
た
権
限
移
譲

推
進
特
別
交
付
金
（
10
億
１

９
７
０
万
円
）
や
関
西
広
域

連
合
負
担
金
（
７
４
２
０
万

円
）、
不
要
・
不
急
な
御
堂

　

２
０
１
１
年
度
大
阪
府
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
２
月

府
議
会
で
審
議
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
橋
下
府
政
４

年
目
の
教
育
予
算
案
の
特
徴
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
小

林
優
・
大
教
組
書
記
長
に
き
き
ま
し
た
。

査
」
の
全
国
順
位
を
上
げ
る

た
め
、
中
学
校
２
９
５
校
を

対
象
に
、「
学
力
向
上
プ
ラ

ン
」
を
実
践
さ
せ
る
「
学
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
」（
10
億
１
７
０
３
万

円
）
の
継
続
、「
全
国
一
斉

学
力
調
査
」
の
全
国
平
均
を

２
年
連
続
５
ポ
イ
ン
ト
以
上

下
ま
わ
っ
た
学
校
１
５
０
校

（
政
令
市
除
く
）
を
「
支
援

校
」
と
決
め
つ
け
、
市
町
村

教
委
が
策
定
し
た
「
支
援
計

画
」
に
も
と
づ
き
「
学
力
対

策
」
を
強
い
る
「
学
力
向
上

も
と
づ
き
、
外
国
人
講
師
等

を
活
用
し
た
授
業
や
英
語
能

力
判
定
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど

に
８
０
９
８
万
円
、
府
立
高

校
24
校
を
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
ズ
」
に
指
定
し
、

３
つ
の
レ
ベ
ル
に
ラ
ン
ク
分

け
し
、
外
国
人
講
師
の
新
た

な
配
置
や
授
業
充
実
な
ど
に

２
億
３
１
６
２
万
円
、
府
立

高
校
10
校
を
「
進
学
指
導
特

色
校
」
と
し
、
学
力
診
断
共

通
テ
ス
ト
や
10
校
合
同
発
表

会
な
ど
に
１
億
５
２
６
６
万

円
、
選
別
と
切
り
す
て
の
教

育
を
す
す
め
る
習
熟
度
別
指

導
（
小
学
校
３
年
以
上
・
中

学
校
全
学
年
）
に
16
億
４
７

５
２
万
円
な
ど
、
競
争
を
あ

お
り
、
選
別
を
さ
ら
に
す
す

「
学
力
調
査
」
体
制
づ
く
り

を
強
め
る
予
算
案
で
す
。

教
育
へ
の

管
理
統
制
を
強
化

　

第
４
は
、
学
校
教
育
へ
の

介
入
と
管
理
統
制
を
つ
よ
め

る
予
算
案
で
す
。
府
教
委

は
、「
指
導
に
課
題
の
あ
る

教
員
の
支
援
」「
経
験
の
少

な
い
教
員
へ
の
支
援
」
な
ど

と
称
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
ナ
ビ
・
ブ
ラ
ン
チ
４
か
所

を
拠
点
に
、
政
令
市
を
除
く

す
べ
て
の
小
中
学
校
と
府
立

学
校
を
訪
問
す
る
「
授
業
改

革
推
進
事
業
」（
７
０
３
２

万
円
）
の
継
続
、
府
立
学
校

の
校
長
が
作
成
し
た
「
学
校

経
営
計
画
」
具
体
化
の
た
め

に
２
億
３
３
５
０
万
円
な

ど
、「『
大
阪
の
教
育
力
』
向

上
プ
ラ
ン
」
の
数
値
目
標
の

お
し
つ
け
や
、
学
校
と
教
職

員
へ
の
管
理
統
制
を
強
め
、

学
校
教
育
へ
の
介
入
を
つ
よ

め
る
予
算
案
で
す
。

教
育
に
介
入
し
て
、

今
こ
そ
府
民
的

共
同
を

　

橋
下
知
事
の
「
教
育
こ
わ

し
」
に
対
す
る
反
発
や
怒
り

が
、
教
職
員
や
管
理
職
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
も
広
が
り
、
共
同
の

可
能
性
が
大
き
く
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
、
橋
下

「
教
育
こ
わ
し
」
を
許
さ
な

い
府
民
的
共
同
を
大
き
く
広

げ
ま
し
ょ
う
。

　

橋
下
知
事
は
こ
の
間
、
非

常
勤
補
助
員
な
ど
３
５
０
人

の
首
切
り
、
高
校
事
務
職
員

の
削
減
、
私
学
助
成
制
度
の

改
悪
、
小
学
校
警
備
員
配
置

交
付
金
廃
止
、
千
里
救
急
医

療
セ
ン
タ
ー
補
助
金
廃
止
な

ど
、
教
育
・
暮
ら
し
関
連
施

策
を
大
幅
に
削
減
。
大
阪
都

構
想
は
、
大
企
業
優
先
の
大

型
開
発
推
進
が
ね
ら
い
で

す
。
こ
の
ね
ら
い
を
許
さ

ず
、
府
民
要
求
前
進
の
た
め

に
も
、
積
極
的
な
参
政
権
の

行
使
で
地
方
政
治
を
変
え
、

府
政
転
換
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。

　

２
月
に
行
わ
れ
た
青
年
フ

ェ
ス
タ
は
６
５
０
人
の
参
加

者
で
大
成
功
。「
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
、
語
り
合
い
」
の

テ
ー
マ
そ
の
も
の
が
、
い
ま

の
青
年
教
職
員
の
ニ
ー
ズ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
対
府
教
委

交
渉
で
も
、
青
年
教
職
員
の

要
求
や
初
任
研
修
の
改
善
な

ど
を
と
り
あ
げ
て
、
現
場
の

新
設
す
る
と
い
う
と
ん
で
も

な
い
提
案
に
、
保
護
者
・
住

民
の
怒
り
の
声
が
沸
騰
。
教

組
も
こ
の
間
５
回
、
全
戸
へ

宣
伝
。住
民
が「
学
校
再
編
を

見
直
す
会
」を
組
織
し
、「
住

民
投
票
制
定
の
た
め
の
署

名
」を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ

の
攻
撃
の
背
景
に
は
橋
下
府

政
の
教
育
こ
わ
し
が
あ
り
、

こ
れ
を
許
さ
な
い
た
た
か
い

に
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。

　

能
勢
町
で
は
、
中
学
校
２

校
、
小
学
校
６
校
を
廃
校
に

し
、
府
民
牧
場
を
つ
ぶ
し
た

跡
地
に
、
小
１
校
・
中
１
校

大教組
臨時大会共同広げ、府政転換へ共同広げ、府政転換へ

発言要旨

父
母
・
地
域
住
民
と
共
同

学
校
統
廃
合
ゆ
る
さ
な
い

北澤雄一さ
ん

（豊能・能勢教組）

私
学
つ
ぶ
し
を
許
さ
な
い

公
私
の
共
同
を

村井毅史さ
ん

（大私教）

年
度
初
め
の
職
場
交
渉
と

楽
し
い
職
場
活
動

仲村佐江子さ
ん

（寝屋川市教組）

職
場
組
合
員
が

２
倍
に

原田里美さ
ん

（泉北教組）

青
年
が
青
年
に

働
き
か
け
加
入

今上あゆみさ
ん

（大阪市教）

要
求
実
現
へ

政
治
を
変
え
よ
う米山幸治さ

ん

（府高教）

最
高
の
成
功
を
お
さ
め
た

青
年
フ
ェ
ス
タ

松本洋介さ
ん

（青年部）

辻　保夫さ　
　ん

（中央執行副委員長／所属・枚方教組）

小豆島悦子さ　
　ん

（中央執行副委員長／所属・大阪市教）

下岡　正忠さ　
　ん（会計監査／所属・堺市教組）

佐々木温子さ　
　ん

（中央執行委員／所属・豊中教組）

宮城　登さ　
　ん（会計監査／所属・大阪市教）

吉本　敦さ　
　ん

（中央執行委員／所属・南河内地区教組）

藪田ゆきえさ　
　ん

（特別中央執行委員／所属・府高教）

飛田知江美さ　
　ん

（中央執行委員／所属・大教組東大阪）

山口　隆さ　
　ん

（特別中央執行委員／所属・大教組東大阪）

三宅　良夫さ　
　ん

（中央執行委員／所属・岸和田市教組）

松浦由美子さ　
　ん（大教組本部書記）

退任されたみなさん
ご苦労さまでした

職
場
活
動
強
め

大
会
討
論
よ
り

大
会
討
論
よ
り

競
争
と
選
別
す
す
め
、

 

管
理
統
制
つ
よ
め
る
教
育
予
算

2011年度府教育予算2011年度府教育予算

第35回 大教組

機関紙コンクール機関紙コンクール

　

大
教
組
第
35
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
33
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

機
関
紙
大
賞

「
職
場
新
聞
す
わ
」 

府
高
教
・
成
城
高
分
会

第
１
種
分
会
・
職
場
新
聞

優
秀
賞
「
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」

 

府
高
教
・
箕
面
東
高
分
会

第
２
種
単
組
・
支
部

優
秀
賞
「
泉
北
教
育
」 

泉
北
教
組

　
　
　

「
枚
方
教
育
」 

枚
方
教
組

第
３
種
専
門
部

優
秀
賞
「
若
鳥
夢
（
わ
こ
う
ど
り

ー
む
）」

 

大
阪
市
教
東
南
支
部
青
年
部

10 1109080706050403020100969084
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30
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（年）

（％）

34.6％

17.7％

教育予算の割合
どんどん低下

　＜大阪府の教育委員会予算＞
（対府予算比）

重
点
校
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」

（
３
２
８
６

万
円
）、
市

町
村
間
・
学

校
間
競
争
を

あ
お
る
「
大

阪
府
一
斉
学

力
調
査
」

（
１
億
１
９

５
２
万
円
）

な
ど
、
学
校

第
５
種
学
級
・
学
年
・
教

科
通
信

優
秀
賞
「
一
期
一
会
」

 

高
槻
市
立
第
９
中　

山
本

武
志
さ
ん

※ 

尚
、
第
４
種
の
地
域
・

父
母
の
部
は
今
回
該
当

な
し
で
し
た
。

　

大
阪
で
行
わ
れ
た
近
畿
・

中
部
臨
時
教
職
員
交
流
の
つ

ど
い
は
、
１
８
０
人
の
参
加

者
で
大
成
功
。「
同
じ
悩
み

や
、
自
分
の
思
い
を
し
っ
か

り
話
せ
て
ほ
っ
と
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
を
力

に
、
堺
市
教
組
臨
教
部
と
し

て
、
初
め
て
対
市
交
渉
を
実

施
。
要
求
書
づ
く
り
に
は
12

名
の
メ
ン
バ
ー
が
あ
つ
ま
り

臨
教
部
活
動
の
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

若
い
臨
教
の
人
と
の
交
流
に

も
頑
張
り
ま
す
。

　

全
体
会
は
講
師
の
雨
宮
処

凛
さ
ん
と
３
名
の
青
年
教
職

員
と
の
ト
ー
ク
対
談
で
行
わ

れ
、
生
き
づ
ら
い
若
者
の
実

態
と
つ
な
が
り
・
連
帯
す
る

こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会
は
、
３
７
８

人
の
大
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
宿

泊
者
も
２
８
０
人
に
の
ぼ

り
、夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
、

交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
二

日
目
の
実
技
講
座
も
多
彩
な

企
画
で
大
好
評
。
次
回
の
フ

ェ
ス
タ
が
楽
し
み
と
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　第22回青年フェスタが２月19日・20日に箕面
観光ホテルで開催され、650人が参加。集会
は、「ひとりじゃないよ」の演奏・合唱でスタ
ート。全体会、実践交流会、夕食交流会、実技
講座とたくさんの青年がつどい大盛況でした。

出会
い ふれあい 語り合い出会
い ふれあい 語り合い
第22回青年フェスタ第22回青年フェスタ

で
も
ど
こ
で
も
加
入
の
訴
え

を
気
楽
に
行
い
、
今
年
度
の

新
任
さ
ん
３
名
も
全
員
加

入
。
新
し
く
加
入
さ
れ
た
み

な
さ
ん
に
も
、
積
極
的
に
学

習
会
や
中
央
委
員
会
、
対
市

交
渉
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら

い
若
い
力
を
発
揮
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
を
励
ま
し

職
場
全
体
が
活
気
づ
き
元
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

共感の拍手と笑顔が何度も会場を包んだ

全体会講師
雨宮処凛さん

大
活
躍
の
実
行
委
員
長
西
岡
健
司
さ
ん
と

副
実
行
委
員
長
和
田
優
子
さ
ん　
　
　
　

大
盛
況
の
夕
食
交
流
会

府
民
要
求
実
現
へ
府
庁
包
囲
行
動
を
実
施
（
９
月
21
日
）

要求実現と組織拡大、地方政治・府政転換の展望を語る田中委員長

組
織
拡
大
の
飛
躍
を

組
織
拡
大
の
飛
躍
を

大
教
組
２
０
１
１
年
度
役
員
体
制

大
教
組
２
０
１
１
年
度
役
員
体
制

役　

職

氏　

名

所　

属

中
央
執
行
委
員
長

田
中　

康
寛
高
槻
教
組
・
離
籍
専
従

中
央
執
行
副
委
員
長
石
井　

佳
宏
寝
屋
川
市
教
組
・
木
田
小

末
光　

章
浩
府
高
教
・
西
野
田
工
科
高

家
串
省
三
郎
岸
和
田
市
教
組
・
中
央
小

書　

 

記　

 

長

小
林　
　

優
大
阪
市
教
・
小
松
小

書  

記  

次  

長

井
上
千
佳
子
府
高
教
・
大
和
川
高

藤
川　

真
人
南
河
内
地
区
教
組
・
千
代
田
中

中
央
執
行
委
員

服
部　

安
幸
枚
方
教
組
・
桜
丘
北
小

浅
田　
　

豊
全
教
八
尾
・
曙
川
小

太
田　

弘
司
府
高
教
・
城
東
工
科
高

池
田
ひ
ろ
み
松
原
市
教
組
・
松
原
北
小

北
川
美
千
代
府
障
教
・
茨
木
支
援

杉
本　

琢
哉
府
障
教
・
東
大
阪
支
援

橘
岡　

正
樹
市
障
教
・
光
陽
特
別
支
援

岡
本　

博
子
寝
屋
川
市
教
組
・
桜
小

松
本　

洋
介
高
槻
教
組
・
清
水
小

土
橋　

浩
輔
全
教
吹
田
教
組
・
千
里
第
一
小

会  
計  
監  

査

長
谷
川
和
久
全
教
吹
田
教
組
・
片
山
中

笘
広　

隆
史
堺
市
教
組
・
原
山
台
中

中
路
龍
太
郎
大
阪
市
教
・
泉
尾
東
小

福
田　
　

徹
府
障
教
・
堺
支
援

特
別
中
央
執
行
委
員

加
門　

憲
文
府
高
教
・
離
籍
専
従

長
尾　

ゆ
り
府
高
教
・
布
施
工
科
高

中
村　

尚
史
南
河
内
地
区
教
組
・
離
籍
専
従

鈴
木
ま
さ
よ
堺
市
教
組
・
三
国
丘
中

で
す
。
父
母
・
地
域
と
の
共

同
に
も
力
を
入
れ
、
教
育
署

名
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
申
し
入
れ
、

毎
年
目
標
を
超
え
て
集
約
。

今
後
も
全
教
職
員
か
ら
頼
り

に
さ
れ
る
組
合
め
ざ
し
奮
闘

し
ま
す
。

蓑田淳子さ
ん

（臨教部）

臨
時
教
職
員
の
要
求
あ
つ
め

市
教
委
交
渉
実
施

声
を
届
け
ま
し

た
。
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
青
年
交
流

会
で
も
、
青
年
部

活
動
の
強
化
で
大

い
に
交
流
で
き
、

今
後
の
活
動
の
力
と
な
り
ま

し
た
。

　

「
青
年
組
合
員
大
集
合
！

職
場
活
動
・
青
年
交
流
会
」を

２
月
に
開
催
。
組
織
拡
大
で

は
、
３
桁
の
加
入
が
進
み
、

74
ヶ
月
連
続
加
入
が
続
い
て

い
ま
す
。
教
訓
は
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
組
織
拡
大
・
強
化

を
最
優
先
課
題
と
し
て
き
た

こ
と
、
気
楽
に
大
胆
に
声
か

け
す
る
、
職
場
・
分
会
活
動

の
重
視
、
生
活
権
利
、
教
育

青
年
活
動
・
組
織
拡
大
で

大
き
な
前
進

北　俊明さ
ん

（堺市教組）

条
件
整
備
な
ど
で
組
合
の
存

在
意
義
を
示
し
て
き
た
こ
と

な
ど
で
す
。
引
き
続
き
年
度

末
、
次
年
度
の
新
歓
へ
と
つ

な
げ
組
織
拡
大
で
奮
闘
し
ま

す
。


